
 

 

【家庭教育支援チーム】 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

北九州市家庭教育支援チーム 

（呼称： ふく rin 子育て ） 

②活動拠点 黒崎ひびしんホール  遠賀町中央公民館 

③活動範囲 北九州市八幡西区内  遠賀郡遠賀町内 

④組織体制 

   ３４  人 

内、生活倫理相談士 ６名（内、元保育士３名） 

その他サポーター２８名 

⑤活動開始年度 平成１６年度 

⑥問合せ先 
（部署・氏名等） 北九州市家庭教育支援チーム「ふくｒｉｎ子育て」 

（E-mail） rinri-yahata@kss.biglobe.ne.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

□保護者等への地域の居場所づくり 

□アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 
☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

□中学生 □高校生以上   の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【活動内容】 

・「いきいき子育てセミナー」 

 子育てに悩みはつきもの。核家族化が進む中で、夫婦、両親、友人、誰かに相談できてい

るだろうか？ 

 身近に相談相手がいない時、「いきいき子育てセミナー」で不安や焦りを少しでも和らげ 

 安心と確信を持って心軽やかに子育てしてほしいという願いで活動しています。 

 セミナーは公共の場所をお借りして、八幡西区と遠賀町で開催しています。 

 対象は妊婦さんから小学生を子育て中の保護者。 



 「楽しくお産・楽しく育児」「自己肯定感を育てる」「どうしたらいい？食べ物の好き嫌い」 

 など子育てに関する様々なテーマで開催しています。子育てベテランの講師による 

テーマに沿ったお話や、グループトークで子育ての悩みを打ち明け共感しあい、その後

講師へ質疑応答をしています。セミナーで発言が難しい方には 

セミナー後に個人相談の時間を設けていますので悩みの解決に向けての糸口を 

マンツーマンで見つけていくこともできます。 

  

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「子供倫理塾」 

 小学生対象で『遊び』『学び』『しつけ』を三本柱に日本文化ならではの遊びなど、 

子供たちが楽しめる企画を通して ①お正月の福笑い作り、②かるた遊び 

③短歌作り等、あいさつや返事、後片付けの大切さ、おやつタイムでは食べ物への 

感謝の気持ちを自然に身につけていくのが目的で、年６回の開催予定。 

年２回は子育てセミナーと同時開催して親子で学べる場を提供し、保護者も一緒に参加

可能です。出来るだけ子供の自主性を伸ばせるようにそばで見守りながら参加をしてい

ただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・「いきいき子育てセミナー」では、参加した方々から、悩んでいるのは自分だけではなかっ

た、他の方々の悩みや意見が聞けてよかった。講師の話を聴いてスッキリした、またセミナ

ーで聴いた事を実践し、子供が明るくなった、夫婦で話合うことが出来てきた、悩んでいた

自分自身を肯定できるようになった、という声が寄せられています。 

・「子供倫理塾」では遊びながら学ぶ事で、積極的に倫理塾での進行や食前食後の挨拶等

をするようになったり、家でも料理のお手伝いをするようになったりとの保護者の方から喜

びの声があがっています。 

⑤活動財源 

□文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                           ） 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☑その他の支援により活動を実施 

  （ 主催の家庭倫理の会より予算を組み活動しています。 ） 

 


